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各課からのお知らせ

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦

小城市への

定住促進等事業
　　　　　　　　　　　 を開始します

　４月から定住人口の増加と人口流出の防止およ
び三世代家族の形成を目的として、定住促進等事
業を開始します。
※�詳しい要件や対象項目、助成額はお問合せくだ
さい。

①市外から市内へ引っ越しされる方へ！ ②市内の賃貸から市内の住宅へ引っ越しされる方へ！ ③市内で三世代での生活を始められる方へ！

定住奨励金
（市内全域）

持家奨励金
（小城町三里校区・牛津町砥川校区・芦刈町の場合）

三世代同居奨励金
（市内全域）

　市外に３年以上居住してい
る方が、市内に住宅を取得して
住んだ場合、１人につき５万円
を助成します。
※�同居する子が３人以上の場
合３人目（15歳未満）から
は１人10万円の助成。

                    +
小城町三里校区・牛津町砥川校
区・芦刈町の場合
　持家加算金として、住宅取得
価格の３％を奨励金に加算し
ます。
※限度額　60万円。

　市内の借家に居住している
方が、上記地区に住宅を取得
して住んだ場合、住宅取得価
格の３％を助成します。
※限度額　60万円。

　親世代または子と孫世代が３
年以上市内に居住し、三世代同
居を目的として、いずれかが新
たに同居した場合１世帯につき
10万円を助成します。（同一敷
地内住宅含む）

                    +
三世代同居のために住宅を増改
築した場合
　住宅の増改築加算金として、
費用の３％を奨励金に加算しま
す。
※限度額　30万円。

【問合せ】 牛  企画課
担当　大坪・野副

☎63・8803

みんなで
小城に住もう!!
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各課からのお知らせ

小
城
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
！

　
市
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
28

年
度
ま
で
を
目
標
年
度
と
す
る
『
小
城

市
総
合
計
画
』
を
策
定
し
、
目
指
す
将

来
像
「
薫
風
新
都　
～
み
ん
な
で
つ
く

る
・
笑
顔
あ
ふ
れ
る
小
城
市
～
」
の
実

現
に
向
け
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
総
合
計
画
が
策
定
か
ら
５
年
を

経
過
し
た
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
の

『
小
城
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
』

を
策
定
し
ま
し
た
。

◆�

後
期
基
本
計
画
期
間
に
お
け
る
重
点

６
施
策

○
市
街
地
の
整
備

○
循
環
型
社
会
の
形
成

○
子
育
て
支
援
の
充
実

○
生
涯
学
習
の
充
実

○
商
工
業
の
振
興
と
新
産
業
の
育
成

○
市
民
と
行
政
と
の
協
働
体
制
の
確
立

◆
後
期
基
本
計
画
の
策
定
の
ポ
イ
ン
ト

・
政
策
体
系

　
前
期
基
本
計
画
で
設
定
し
た
、
将
来

像
実
現
の
た
め
の
「
６
つ
の
政
策
・
ま

ち
づ
く
り
の
課
題
と
な
る
35
の
施
策
」

は
そ
の
ま
ま
と
し
、
目
的
を
達
成
す
る

た
め
の
手
段
で
あ
る
基
本
事
業
を
再
編

し
ま
し
た
。

・
数
値
目
標
の
設
定

　
施
策
の
目
的
が
ど
の
程
度
達
成
さ
れ

た
か
を
測
る
た
め
の
成
果
指
標
を
設
定

し
、
平
成
22
年
度
の
現
状
を
基
に
、
平

成
28
年
度
ま
で
の
目
標
を
設
定
し
ま
し

た
。

　
毎
年
、
成
果
実
績
を
把
握
し
、
目
標

の
達
成
度
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

・
重
点
施
策
の
設
定

　
重
点
施
策
と
は
、
「
基
本
構
想
（
ま

ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
）
」
の
実
現
に

向
け
、
基
本
計
画
期
間
中
に
成
果
を
重

点
的
に
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
で
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
効
果

的
・
効
率
的
に
課
題
解
決
し
、
他
の
施

策
に
優
先
し
て
資
源
配
分
を
行
い
成
果

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
今
後
の
広
報
「
さ
く
ら
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
　 

企
画
課　

　
担
当　
大
坪
・
野
副　
　
　
　
　
　

　
☎
63
・
８
８
０
３

牛

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
応
援
し
て
い
ま
す
！

　
今
年
度
も
、
自
宅
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
に
対
す
る
工
事
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。（
平
成
25
年
度
ま
で
実

施
予
定
）

　
必
ず
、
工
事
着
手

前
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

◆
助
成
金
の
額

　
左
記
の
各
助
成
金
あ
わ
せ
て
最
大
50

万
円
を
助
成
し
ま
す
。

・
基
本
助
成
（
最
大
20
万
円
）

　
対
象
工
事
費
の
15
％
を
助
成
し
ま
す
。

・
加
算
助
成
（
最
大
20
万
円
）

　
住
宅
性
能
を
向
上
（
耐
震
改
修
・
エ

コ
化
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
な

ど
）
さ
せ
る
工
事
は
項
目
ご
と
に
定
め

た
額
の
合
計
を
助
成
し
ま
す
。

※�

詳
し
い
要
件
、
対
象
項
目
、
助
成
額

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
小
城
市
上
乗
せ
助
成（
最
大
10
万
円
）

　
市
内
業
者
と
請
負
契
約
し
た
場
合
は

対
象
と
な
る
工
事
費
の
10
％
を
上
乗
せ

助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　
小
城
市
在
住
で
、
自
ら
居
住
す
る
持

ち
家
住
宅（
一
戸
建
て
住
宅
、マ
ン
シ
ョ

ン
の
専
有
部
分
）
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

を
行
う
方
。

◆
対
象
工
事

・�

県
内
事
業
者
と
請
負
契
約
を
結
び
、

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
要
す
る
費
用

（
税
込
み
）が
50
万
円
以
上
の
工
事
。

・�
申
し
込
み
年
度
の
３
月
31
日
ま
で
に

完
了
実
績
報
告
書
が
提
出
で
き
る
工

事
。

※�

各
年
度
、予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

申
請
額
の
合
計
が
予
算
に
達
し
た
場

合
は
受
け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
助

　
成
事
業
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
25
・
７
１
８
０

　
（
土
日
祝
日
除
く
９
時
～
17
時
）

【
申
込
み
】　

 

建
設
課

　
担
当　
池
田
・
井
手
口

　
☎
63
・
８
８
２
５

芦
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　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦

芦
刈
地
区
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
提
案
を
募
集
し
ま
す

　
芦
刈
地
区
で
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
自

主
的
、
主
体
的
に
行
う
創
意
工
夫
に
あ

ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
助
成
額　

�

対
象
経
費
の
80
％
以
内

（
上
限
10
万
円
）

◆
助
成
団
体
数　
２
団
体
程
度

◆
応
募
条
件

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体
。

・
構
成
員
が
５
人
以
上
。

・
芦
刈
庁
舎
周
辺
で
活
動
す
る
こ
と
。

・�

政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と
し
て

い
な
い
こ
と
。

◆
応
募
方
法

　
活
動
計
画
書
や
予
算
書
な
ど
の
書
類

を
都
市
整
備
推
進
室
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
応
募
期
限　
５
月
25
日
㈮

　
※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
こ
ん
な
活
動
が
対
象
に
な
り
ま
す
！

《
交
わ
る
》

　
気
軽
に
参
加
で
き
る
地
域
内
外
の
交

流
の
イ
ベ
ン
ト
。

 《
き
れ
い
に
す
る
》

　
地
域
環
境
の
美
化
活
動
や
Ｐ
Ｒ
。

【
問
合
せ
・
応
募
先
】

　
　

�

都
市
整
備
推
進
室

　
担
当　
田
中
・
南
里　

　
☎
63
・
８
８
２
６

芦

▲花いっぱい運動（公園などの清掃や植栽） ▲あしかりはーとふるフェスタ
（簡単なゲームやレクリエーション大
会の開催）

小
城
市
芦
刈
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
愛
称
「
あ
し
ぱ
る
」
に
決
定

　
３
月
23
日
㈮
に
小
城
市
芦
刈
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
の
落
成
式
を
行
い
、
愛
称

を
発
表
し
ま
し
た
。

◆
採
用
作
品　
「
あ
し
ぱ
る
」

・
利
光　
澄
子
さ
ん
（
大
阪
市
）　

◆
入
選
作
品

・「
芦あ

し

海か
い

館か
ん

」御
厨
英
正
さ
ん（
小
城
市
）

・「
あ
し
ぱ
る
」

　
有
安
忠
男
さ
ん
（
千
葉
県
）

※�

右
記
の
作
品
は
採
用
作
品
と
同
様
で

し
た
の
で
、
抽
選
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
あ
し
ぱ
る
」
の
愛
称
は
、
芦
刈
の

「
あ
し
」と
、仲
間
を
意
味
す
る「
パ
ル
」

を
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
愛
称
は
市
内
外
よ
り
94
点
の
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
あ
し
ぱ
る
」
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】�　

�

都
市
整
備
推
進
室

　
担
当　
田
中
・
南
里

　
☎
63
・
８
８
２
６

芦

新
庁
舎
建
設
工
事
状
況

　
本
格
的
な
建
設
工
事
が
始
ま
り
４
か

月
が
経
過
し
ま
し
た
。
増
築
庁
舎
の
基

礎
部
分
が
完
成
し
、
現
在
は
内
部
の
工

事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
三
日
月
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
の
一
部
改
修
工
事
や
増
築
庁
舎
西

側
の
駐
車
場
整
備
も
合
わ
せ
て
行
っ
て

い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】�　

�

企
画
課　

　
本
庁
舎
移
行
推
進
係　

　
担
当　
野
口
・
池
田　

　
☎
73
・
８
８
３
７

三

▲増築庁舎鉄骨柱の組立状況。

庁舎建設 で検索！
市のホームページから
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天
山
地
区
共
同
塵じ
ん
芥か
い
処
理
場
組
合
の
解
散

　
小
城
市
は
、
合
併
前
か
ら
旧
小
城
郡

４
町
と
久
保
田
町
と
の
間
で
「
天
山
地

区
共
同
塵
芥
処
理
場
組
合
」を
構
成
し
、

合
同
で
ご
み
の
処
理
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
組
合
の
焼
却
炉
が
老
朽
化

し
、
平
成
22
年
３
月
末
に
焼
却
を
止
め

た
た
め
、
同
年
４
月
か
ら
は
小
城
市
の

ご
み
は
県
の
施
設
「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク

さ
が
」
（
唐
津
市
）
で
処
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
平
成
22
年
度
に
焼
却
炉
が

解
体
さ
れ
た
た
め
、
平
成
23
年
７
月
31

日
を
も
っ
て
同
組
合
も
解
散
し
ま
し
た
。

◆
組
合
解
散
に
伴
う
打
切
決
算

　
解
散
に
伴
い
、
組
合
は
平
成
23
年
７

月
31
日
を
も
っ
て
平
成
23
年
度
会
計
の

収
支
を
打
ち
切
り
、
組
合
の
管
理
者
で

あ
る
小
城
市
長
が
決
算
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
決
算
書
は
、
構
成
団
体
（
小
城

市
お
よ
び
佐
賀
市
）
で
そ
れ
ぞ
れ
の
監

査
委
員
の
審
査
を
受
け
、
そ
の
意
見
を

議
会
へ
報
告
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
小
城
市
で
は
、
平
成
23
年
10
月
１
日

に
決
算
書
を
監
査
委
員
で
審
査
し
、
３

月
19
日
の
市
議
会
本
会
議
で
そ
の
内
容

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
打
切
決
算
の
概
要

　
打
切
決
算
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
問
合
せ
】�　

�

環
境
課

　
担
当　
荒
川
・
古
賀

　
☎
73
・
８
８
０
３

小

重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）
等
介
護
手
当
の
お
知
ら
せ

　
重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）
な
ど
を

在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
介
護
者
に
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
介
護
手
当
支
給
条
例
が
平
成

24
年
４
月
１
日
で
廃
止
と
な
っ
た
た

め
、今
回
の
支
給
が
最
終
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象
者（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）

　

市
内
在
住
の
、
在
宅
で
過
去
半
年

間
（
平
成
23
年
10
月
１
日
～
平
成
24
年

３
月
31
日
）
に
介
護
保
険
や
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け
な
か
っ
た
65
歳

未
満
の
障
が
い
者
（
児
）
を
介
護
ま
た

は
養
育
し
て
い
る
方
。

※�

障
が
い
者
（
児
）
な
ど
と
同
居
し
、

生
活
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

◆
障
が
い
者
（
児
）
な
ど
の
条
件

◎
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
ま
た
は
二
級

◎
療
育
手
帳
Ａ
判
定

◎
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
一
級

　

右
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
移

動
・
食
事
・
排
泄
・
入
浴
・
着
替
え
・

身
だ
し
な
み
・
意
思
伝
達
の
7
項
目
の

中
で
全
介
助
数
が
３
項
目
以
上
あ
る
方
。

※
後
日
訪
問
調
査
を
行
い
ま
す
。

◆
手
当
額　
月
額
５
、
０
０
０
円

※�

基
準
日
以
前
半
年
以
内
に
亡
く
な
ら

れ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　
４
月
23
日
㈪
～
５
月
15
日
㈫

【
問
合
せ
】　

�

福
祉
課

　
担
当　
楠
・
古
賀

　
☎
73
・
８
８
２
０

三

１、平成23年度組合会計の収支 
・歳入合計　261,853,503円
・歳出合計����　1,678,007円
・差引額　���260,175,496円
２、決算剰余金の取り扱い 
　上記の歳入歳出差引額は組合規約に定め
る関係市別負担割合に応じて小城市と佐賀
市に配分されました。
　小城市への配分額　218,599,452円
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各課からのお知らせ

秋の叙勲　
　瑞宝単光章　　　元団長　　　　　　小

こ

林
ばやし

正
まさ

信
のぶ

消防庁長官定例表彰
　永年勤続功労章　副団長　　　　　　池

いけ

田
だ

英
ひで

嗣
つぐ

日本消防協会定例表彰
　竿頭綬　　　　　小城市消防団

　功績章　　　　　副団長　　　　　　池田英嗣
　　　　　　　　　副団長　　　　　　下

しも

村
むら

一
かず

寿
ひさ

　精績章　　　　　小城第３分団長　　田
た

代
しろ

敏
とし

弘
ひろ

　　　　　　　　　三日月第３分団長　大
おお

坪
つぼ

充
みつ

典
のり

消防団の皆さん、いつもありがとうございます。表彰おめでとうございます。（敬称略）

地域の安全と安心を守る!! 私たちのまちの宝物
熱き消防団員・大募集！
あなたも一緒に活動してみませんか？
女性消防団員も募集しています！

FIRE�VOLUNTEER

平成23年度 消防表彰受章者

佐賀県知事表彰　
　功労章　　副団長　　　　　　　　永

なが

石
いし

九
かず

義
よし

　永年勤続功労章　
　　　　　　小城第２分団長　　　　諸

もろ

泉
いずみ

義
よし

人
と

　　　　　　小城第２副分団長　　　内
うち

田
だ

俊
とし

彦
ひこ

　　　　　　三日月第１副分団長　　野
の

﨑
ざき

艶
きょう

一
いち

　　　　　　牛津第１副分団長　　　田
た

中
なか

義
よし

生
お

佐賀県消防協会定例表彰
　功績章　
　　　　　　小城第３分団長　　　　田代敏弘
　　　　　　三日月第１副分団長　　野﨑艶一
　　　　　　三日月第３副分団長　　森

もり

　良
よし

浩
ひろ

　永年勤続章　
　　　　　　小城第２分団長　　　　諸泉義人
　　　　　　小城第１副分団長　　　堀

ほり

　弘
ひろ

明
あき

　　　　　　小城第２副分団長　　　内田俊彦
　　　　　　三日月第３副分団長　　森　良浩
　　　　　　牛津第１副分団長　　　田中義生

消防団車両等支援感謝状
　被災地へ小城市所有の消
防団車両などの資機材を提
供したため、消防庁長官か
ら感謝状をいただきました。

【問合せ】 牛  総務課　担当　南里・相川　☎63・8818

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦
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各課からのお知らせ

平成24年度
主な人事異動

　平成24年４月１日付けで市職員の人事異動を行
いました。係長以上の異動は次のとおりです。

総務部
総務課
　副課長 山口　俊幸

財政課
　課長 岡　　正幸

企画課
　情報政策係長 副島　政隆

市民部
　部長 古川　　功

市民課
　副課長兼牛津庁舎総合窓口係長　 堤　　利子
　市民係長 森本　剛司
　三日月庁舎総合窓口係長 野口　清香

税務課
　副課長 香田　栄次
　課税係長 森永　健一
　固定資産係長 中尾　浩司

環境課
　副課長兼施設係長 荒川　清登
　環境係長 吉岡　　修
　施設係作業長 庄島　博幸

建設部
　部長 森永　徳昭

建設課
　課長 森　　和博

下水道課
　工務係長 永田　英之

都市整備推進室
　室長 水田　正秀
　副課長兼都市整備推進係長 南里　洋一

中心市街地活性化推進室
　中心市街地活性化推進係長 樋渡　理香

産業部
　部長 池田　正恭

商工観光課
　課長 秋野　和之
　副課長兼企業誘致係長 小林　　豊
　商工観光係長 納富　武司

福祉部
　部長兼福祉事務所長 副島　義三

福祉課
　高齢福祉係長 今泉　恭子

健康増進課
　副課長兼保健福祉センター係長 圓城寺士朗
　保健予防係長 北古賀加寿子

議会事務局
　庶務係長兼議事調査係長 水田　恵三

監査委員事務局
　局長 持永　泰孝

会計局
　会計管理者 横田　光太

農業委員会事務局
　局長 釘本　孝文

教育委員会
教育総務課
　副課長兼庶務係長 松尾　俊子
　
こども課
　砥川保育園園長 大島　潮美
　保育幼稚園係指導主事 村岡　知子

学校教育課
　副課長 南里　文弘
　指導係長 白井由紀美

生涯学習課
　課長 西村　壽貢
　副課長兼社会体育係長 永ノ間康成
　小城公民館係長 副田　高広
　三日月公民館係長 西村 ゆかり

文化課
　課長 古庄　秀樹
　副課長兼小城図書館係長兼三日月図書館係長 栁川　淳子
　文化財保護係長 永田　稲男


